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2学期を振り返って
つい先日までは「冬は来るのかなあ」と思いながら、校庭を半袖姿で走り回る子供たちの姿を校長室か

ら見ていましたが、気温もぐっと下がってきました。校庭の木々も落葉し、校庭の様子もすっかり冬らし
くなりました。今日で2学期も無事に終わります。保護者の皆様には、今学期も本校の教育活動にご理解、
ご支援いただき大変ありがとうございました。
終業式にあたり子供たちに「夢」について以下のような話をしました。

夢についてのお話です。
みなさんは、夢や目標を持っていますか。中南小学校は「夢をはぐくみ（目標を持ち）、心豊かに（友達を大切に）

たくましく生きる（一生懸命がんばりつづける）子ども」を理想にしています。特に、夢を持つこと、目標を持つ
ことはとても大切です。大きな夢をもってください。今なら、どんな大きな夢も努力次第で絶対にかないます。み
なさんは可能性にあふれています。中には夢が見つからない人もいるかもしれません。でも、大切なのは自分が何
になりたいのか？どのような自分になりたいのかを考えることこそが大切です。
昔の小説家にジュールベルヌという人がいます。この人がこう言っています。「人間が想像できることは、すべて

実現できる。」ジュールベルヌはフランスの小説家で、日本の江戸時代のおわりから、明治時代にかけて生きた人で
す。この人が書いた小説に「月世界旅行」「海底２万マイル」というものがあります。月世界旅行には、人間が鉄で
できた箱型の乗り物にのって自由にいろんなところに行ったり、鉄砲の玉のような乗り物に人間が乗り込んで宇宙
にいったりすることが想像で書かれています。その当時は、長距離の移動手段は馬なので、車もありません、当然、
飛行機もありません。でもどうでしょうか、ジュールベルヌが想像した世界は、今、現実のものとしてみなさんの
まわりにありますね。
「人間が想像できることはすべて実現できる。」科学技術の発達や社会の変化と人の生き方はすこし違うかもしれ

ません。比べることが適切かどうかわかりませんが、どんな大きな夢も、実現しようと思う気持ちが現実のものと
なります。夢は叶います。
みなさん、しっかりと夢や目標をもって生活をしてください。

２学期後半を振り返って

修学旅行 長崎へ
1１月1６日（木）、１７日（金）の二日間、中北小、維和小、湯島小との連

合で長崎への修学旅行を実施しました。天気予報では、雨が心配されましたが、
長崎市内での平和学習（平和講話やフィールドワーク）、ハウステンボスでの班
活動ともに、何とか雨も降らずに活動することができました。
平和学習では、田中安二郎さんの講話からはじまり、実際の原爆遺構、資料

を見たり、触れたりすることで、日常の平和の尊さや戦争の愚かさを感じ、こ
れからどう過ごしていけばよいのかを考えるきっかけとなりました。２日目に
は、ハウステンボスで様々なアトラクションを体験し、友達と協力しながら回
ることで楽しい思い出づくりとなりました。他校の児童とも話したりする中で
少しずつ友達の広がりもできました。６年生にとっては、最高の修学旅行とな
ったと思います。
また、11月は、他の学年も見学旅行に出かけました。
１，2年生・・・上天草市立図書館（IKOTTO）及び周辺施設
３，４年生・・・県防災センター、熊本城周辺施設（博物館など）
５年生・・・・・水俣に学ぶ肥後っ子教室（水俣病に関する学習、環境学習）

それぞれの見学や体験活動を通してたくさんのことを学ぶことができました。

持久走大会
1２月９日（土）、校内持久走大会を行いました。中→低→高学年の順番に、

銀河坂のコースを使って走りました。当日は絶好のコンデションとなり、沿道
にはたくさんの保護者、地域の皆様が出てくださり、声援を送っていただきま
した。
子供たちも、その声援に後押しされ、しっかりと最後まで走りきることがで

きました。参加した子供は、全員完走することができました。中には事前に設
定した目標タイムとピッタリで走ることができた子供、目標タイムを大きく上
回る自己新記録を出した子供、それぞれ充実した持久走大会となりました。
PTAの役員の皆様には、途中監察等ご協力いただきました。また、区長様に

は区の放送を使って紹介くださったり、漁協の方々には臨時駐車場の協力をい
ただいたりと大変お世話になりました。

熊本新港で（６年）

市立図書館で（１，２年）

高学年女子のゴールの様子
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地域の力
〇菊の展示

今年も丸山様（本校卒業生のおばあちゃん）から、大

切に育てらた菊の花の提供がありました。きれいに咲い

た菊の花を子供たちにも見てもらいたいと毎年、たくさ

んの見事な菊の花を運んでくださり、児童玄関近くの廊

下に展示しました。黄色や白の大輪の菊の花を見て、１

年生は、「わあ、きれい」と言いながら一鉢ずつ見てい

ました。

また、イラストクラブでは、ぜひ、菊の花を描きたいと

子供たちが希望し、作品づくりに挑戦しました。

〇いきなり団子づくり
12月20日、３年生がいきなり団子づくりに挑戦しました。今年もサポートを食生活

改善推進員や民生委員の方に協力していただきました。初めて経験する子もおり、GT
の方々に手伝っていただきながら、器用に団子をちぎったり、あんこを包んだりしなが
ら楽しそうに活動していました。蒸し上がりを待つ間には、学習した内容をまとめたレ
ポートを聞いていただきました。
その後、できあがった団子はみんなでおいしくいただきました。

人権集会
本校では12月１日から人権旬間として、12月の生活目標を「友だち全員が笑顔に

なれるような、ぽかぽか言葉を使おう」としました。また、各学級での人権学習を行い

ました。そのまとめとして１５日（金）、人権集会を行いました。

各学年の取組の発表の後、熊本県人権子ども集会の動画をオンデマンド視聴しました。

その後、人権主任の脇山先生からのお話をもとに意見交換を行いました。それぞれがこ

れまでの生活を振り返り、意見を伝えていました。

最後に、まとめとして、「いじめの矢と心」と題して校長講話を行いました。

今日は、“いじめの矢と心”というお話をします。

いじめられた人の心はこんなふうにたくさんの矢が刺さっています。この心はこれからどうなるで

しょう。このように、こころが引き裂かれたり、壊れたりしてしまうかもしれません。死んでしまう

人、学校に来られなくなる人、家から出られなくなる人がいるのです。

こんなふうにいじめの矢が突き刺さっている友達がまわりにいませんか。いたらこのままにしてお

くのでしょうか。心が壊れてしまう前に、いじめの矢を抜かないといけません。でもいじめの矢は、

いじめられている本人は抜くことができないのです。どうやったら抜くことができるのでしょうか？

まわりの人が、「一人じゃないよ」「ぼくと一緒にいればいいよ」「大丈夫だよ、私がついているよ」

「心配ないからね」などと声をかけたり、励ましてくれる人がいると、矢をぬくことができます。い

じめをした人が反省して「ごめんなさい、もう二度としない」と謝ることもよいでしょう。 そうする

ことで一つ一つの矢を抜くことができます。

もう一度この心を見てください。いじめの矢が抜けた跡はどうなっていますか。穴の跡が残ってい

ます。全部抜いてもいじめの跡は残るのです。消えないのです。１０年たっても、２０年たっても、

忘れることはできません。だから、いじめは絶対になくさなければいけないのです。（以下省略）

この人権旬間中に、友だちとなかよくすることについてたくさん学んだと思います。学んだことを

しっかりと行動に移してください。そして、みんなが安心してくらせる、笑顔あふれる中南小学校に

していきましょう。

登校時間の見直しについて
朝、登校班で歩いてくる児童が増えて、朝活動の前に

元気に外で遊ぶ子どもたちが増えてきました。ご家庭の
ご協力に感謝いたします。
一方、登校時間が早すぎる班もあり、７時１５分ごろ

に登校する児童も見られました。そこで、担当と相談し、
各登校班の集合時間と学校到着時間を確認し、集合時間
の見直しを行うとともに、学校到着時間の目安を７時４
０分としました。よろしくお願いしいたします。

安心メールについて
本校では、各家庭への連絡、及び欠席連絡のツールと

して安心メールを活用しています。冬季休業中の緊急連
絡など配信する場合もありますので、定期的に確認をお
願いします。携帯電話を替えた場合には、再登録が必要
な場合もあります。登録用紙が必要なご家庭は学校まで
連絡ください。
なお、本校の安心メールは、各協賛事業所（ゆめタウ

ンはません様、熊日新聞社大矢野販売センター様）のご
協力により利用させていただいています。

1月の行事予定 （変更の可能性あり）

1日（月）元旦

8日（月）成人の日

9日（火）始業式、大掃除、集団下校、通学路点検

10日（水）身体測定（1年）

11日（木）身体測定（2年）

12日（金）地区児童会、身体測定（3年）

15日（月）身体測定（4年）

16日（火）身体測定（5年）委員会活動

17日（水）身体測定（6年）、集団下校

18日（木）大矢野中体験入学及び保護者説明会（6年）

19日（金）きらきらタイム、避難学習

22日（月）なかよしアンケート週間、いきいき中南っ子週間

24日（水）給食記念日、集団下校

25日（木）2年放課後いきいき

26日（金）給食記念集会

30日（火）クラブ活動

31日（水）読み聞かせ、集団下校

作品作りに励む子供見事な菊の展示

いきなり団子づくり

各学級の取り組み発表

いじめの矢と心の講話

意見交流の様子


